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 要　　旨
　構造物の地震に対する挙動をシミュレーションする際、建物とその周辺地盤を一体として
解析することが重要になってくる。地盤は対象とする建物に比べスケールが十分に大きく無
限の広がりを持つと仮定することができる。
　数値計算を行う上では、半無限領域を考慮するための精度のよい放射境界条件を与えるこ
とが必要になる。　無限領域を扱うことを得意とする境界要素法を用いる方法もあるが、複雑
な地盤、建物、及びそれらの接続状況のモデル化を行い易いということから、有限要素法や
FDTD 法などの領域型の解法を用いた計算が良く行われている。
 　そこで本研究では、放射境界条件を与える方法の一つである PML(Perfectly Matched 
Layer)を、Zheng らによる PML の与え方にもとづき、有限要素法を用いて半無限空間の不整
形地盤に弾性波が入射する場合の地盤の応答(散乱問題)を数値的に計算することを目的とす
る。
　入射波を与える方法としては、等価外力を与える方法とカットオフ関数を用いる方法の２
つの方法を適用した。まず、一次元の半無限に続く弾性棒に入射波を与えたときの応答を
PML を用いて計算し、解析解との比較を行った。入射波を与える 2 つの異なる方法によって
分割数を小さくしたときの誤差の挙動が異なったが、減衰係数を十分に小さくとり、また有限
要素分割数を多くすることで解析解に収束することが確かめられた。続いて、不整形部を有す
る 2 次元半無限弾性体に対して平面波が入射した場合の解析を行った。2 次元の場合は吸収
粘性境界条件を用いた場合と解の比較を行った。周波数が高くなるにつれ 3 者それぞれの計
算結果はばらついたが、周波数が低い状態では、最初の 2 つの入射方法の計算結果はほぼ一致
し、吸収粘性境界条件の解はわずかに異なるものであった。また、表面における解を FFT にか
け成分を見ると、吸収粘性境界条件に対して人工的反射波と思われる成分が存在したのに対
し PML では存在しない場合があり、その場合は表面波が適切に吸収していると考えられる。
さらに、領域の大きさを変えて計算を行い、各々を重ね比較をすると、吸収粘性境界条件の場
合はずれが生じたのに対し、PML を用いた場合は良い一致を示し、人工的な反射がおこって
いなことが確認された。
